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加 熱 時 間
冷 却 時 間

運 転 間 隔
カ ウ ン タ

加 熱 中冷 却 中連続運転中

モード切　替

中止

設定値を増減する。 、 ボタンは１回押すと数値が１ずつ増減します。
また、押し続けると数値は連続的に増減します。
大きく数値を変えたいときは１回ずつ押すのではなく、ボタンを押し続ける方が早く設定できます。

7　各部の名称とはたらき

コントロールユニット

圧力調整ナット

ローレットノブ

プリントテープカバー

本体カバー

テーブル

タッチスイッチ
タッチスイッチを押すと
製品が作動します。

電源コード

電源スイッチ

コントロールユニット
1 ．�袋（フィルム）の厚さ、材質によってシール条件を設定します。
2 ．運転間隔の時間を設定します。
3 ．連続運転の ON・OFFを設定します。

押すとON 状態になります。
もう一度押すとOFF状態になります。

ディスプレイ表示

各種モードランプ

モード切替ボタン

数値設定ボタン

連続運転 ON/OFF ボタン

中止ボタン

カウンターおよび各設定値の表示

設定モードの切替

設定数値の増減
カウンター表示の時 .....カウンターリセット

全ての動作を中止して初期動作に戻します
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1	 本体フレーム前面の白ユリヤネジ6×10を少し
緩めます。

2	 本体フレームと白ユリヤネジの間にできた隙間に
テーブル端のL型に曲がっている部分を差し込
みます。

3	 適切な作業位置（高さ）で白ユリヤネジを締めて
テーブルを固定してください。

製品の前面向かって右側面にある電源プラグを電圧
100V・電力 1500Wがとれる容量を持つコンセントに確
実に根元まで差し込んでください。

製品を使用される時は以下の『正しい使い方』をよくお読みいただき、お使いください。
以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となり、たいへん危険です。

水平な面を持つ適切な床の上に設置してください。

8　正しい使い方

8-2　テーブルの取り付け

8-1　本体の設置

8-3　電源コードの接続

テーブル

白ユリヤネジ 6x10
シール受け板

警告 	 規定の容量に合わない場合、火災などが発生
する危険性があります。

警告 	 作業台の上に設置する場合、製品の質量に耐
える作業台をご用意してください。
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製品の前面向かって右側面にある電源スイッチを押して
ON状態にするとコントローラーのディスプレイ表示が点
灯します。

コントロールユニットの「連続運転ON/OFF」ボタンでマ
ニュアル操作か連続運転操作かの選択ができます。

「8-6　コントロールユニットでシール条件の設定」
（→ P.18）に記載しているモード設定後「連続運転
ON/OFF」ボタンをONまたはOFF状態にしてくださ
い。
連続運転スイッチOFF（連続運転中のランプ消灯）

A タッチスイッチ操作
タッチスイッチを押した時にシール工程に入ります。
連続運転スイッチON（連続運転中のランプ点灯）

B 連続運転
コントロールユニットで設定した時間の間隔で連続運転
を行います。

8-4　電源スイッチON

8-5　操作方法の選択

タッチスイッチ

A　タッチスイッチ操作

B　連続運転

押すとON になる
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コントロールユニットで加熱温度・加熱時間（加熱温度
保持時間）・冷却温度・運転間隔時間を設定します。
袋（フィルム）の材質、厚さなどにより設定値は変わりま
すので、異なる袋（フィルム）を使用される時はその都度
設定してください。
モード切替ボタンを押すとカウンター数→加熱温度→加
熱時間（加熱温度保持時間）→冷却温度→運転間隔
時間の順にディスプレイ表示に呼び出せます。呼び出さ
れたモードはモードランプが点灯します。どのモードラン
プも点灯していない時はカウンターモードになっている時
です。

□ 加熱温度の設定

・「加熱温度」のモードにして、 、 キーで数値を
加減して設定します。［60〜 200℃の範囲］

・使用される袋（フィルム）の材質により適切な溶融温度
は異なります。

・シールができる最低の温度に設定してください。作業
速度が上がり、部品の無駄な消耗を抑えます。

□ 加熱時間（加熱温度保持時間）の設定
・「加熱時間（加熱温度保持時間）」のモードにして、

、 キーで数値を加減して設定します。［0.0〜5.0
秒の範囲］

・温度制御シーラーにおける加熱時間（加熱温度保持
時間）とは設定された温度を維持させる時間のこと
で、通常は、加熱時間（加熱温度保持時間）を設定
しなくても（加熱時間を0.0 秒にしても）シールはできま
す。袋（フィルム）に厚みがあり、加熱温度を上げても
シールができない場合やシールができても袋（フィルム）
がダメージを受けている場合のみ加熱時間（加熱温
度保持時間）を設定する効果が期待できます。

□ 冷却温度の設定
・「冷却温度」のモードにして、 、 キーで数値を
加減して設定します。［40～ 200℃の範囲］

・冷却温度は充分にとってください。

□ 連続運転・運転間隔時間の設定　
・「連続運転」のモードにして、 、 キーで数値を
加減して設定します。［0.1〜 5.0 秒の範囲］

・連続運転モードで使用する時だけ設定します。

8-6　コントロールユニットでシール条件の設定

設定温度

設定温度

加熱時間（加熱温度保持時間）

加熱時間（加熱温度保持時間）を設定しない場合の加熱
温度測定グラフの軌跡

加熱時間（加熱温度保持時間）を設定した場合の加熱温
度測定グラフの軌跡

ディスプレイ表示

各種モードランプ

モード切替ボタン
数値設定ボタン

連続運転 ON/OFF ボタン
カウンターおよび
各設定値の表示

設定モードの切替
設定数値の増減
カウンター表示の時
.....カウンターリセット
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連続運転モードで使用する時だけ設定する

電源ON

モード ディスプレイ表示

カウンター数値

加熱時間（加熱温度保持時間）

冷却温度設定

運転間隔時間設定

押す（2回目）

押す（3回目）

押す（4回目）

押す（5回目）

カウンター数値表示に戻る

数値を下げる 数値を上げる

．．．．．

．．．．．

加熱温度設定

押す（1回目） 数値を下げる 数値を上げる

．．．．．

．．．．．

．．．．．

注1.....設定した加熱時間以下の数値には
　　　設定できません
注2.....設定した加熱時間×3　  以下の数
　　　値には設定できません

の範囲で表示

FUJI  IMPULSEFUJI  IMPULSE

モード
切  替

モード
切  替

モード
切  替

モード
切  替

モード
切  替

電源ON

モード ディスプレイ表示

カウンター数値

加熱時間（加熱温度保持時間）

冷却温度設定

運転間隔時間設定

押す（2回目）

押す

押す

押す

押す（3回目）

押す（4回目）

押して（5回目）

カウンター数値表示に戻す

0.1ずつ増減

1ずつ増減

0.1ずつ増減
設定のやり直しをする場合設定終了

加熱温度保持時間表示

加熱温度設定

モード
切  替 押す（1回目）

押す

1ずつ増減

加熱温度表示

冷却温度表示

運転間隔時間表示
モード
切  替

モード
切  替

モード
切  替

モード
切  替

設定数値例：加熱温度 180℃　加熱時間（加熱温度保持時間）0.8 秒　冷却温度 60℃運転間隔時間 2.4 秒

●　各モードの設定手順

● 各モードの設定手順例
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A　タッチスイッチ操作

B　連続運転

圧力調整ナットは工場出荷時に「標準」位置に設定して
います。
シールに必要となるシール圧力は袋（フィルム）の材質・
厚さにより異なります。使用される袋（フィルム）に応じて
シール圧力を調整してください。
シール圧力調整ナットを回して調整します。「11-1　シー
ル圧力の調整方法」（→ P.32）を参照してください。
異なる袋（フィルム）を使用されるときは、その都度、設
定してください。

コントロールユニットの設定、シール圧力調整ができまし
たら、コントロールユニットの「連続運転ON/OFF」ボタ
ンをOFF状態にしてマニュアル操作で何度かシールテ
ストを行い、設定をより良い状態に仕上げてください。

A　タッチスイッチ操作
袋（フィルム）をシール部にセットし、タッチスイッチを押す
と圧着レバーが降りてシール工程に入ります。

B　連続運転
コントロールユニットで設定した時間の間隔で圧着レ
バーが連続して降りてきます。そのタイミングに合わせて
袋（フィルム）をシール部にセットし、シール作業を行って
ください。「連続運転ON/OFF」ボタンをOFF状態に
すると作動が停止します。

8-7　シール圧力の調整

8-8　試しシールを行う

8-9　選んだ方法でシールを行う

タッチスイッチ

注意 	 長時間使用されますとシール部が蓄熱され火傷を
する危険性があります。また、強力な圧力が加え
られるシール部に指などが入ることは非常に危険
です。

	 異物が挟み込まれマイクロスイッチが 0.8 秒以
内に ON 状態にならないと自動的に加圧が解除
される設計をしていますが、両端部では強い力が
かかり、指が挟まった状態でも加熱工程に入る
危険性がありますので充分注意して以下の操作
を行ってください。
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加  熱  中

冷  却  中

連続運転
ＯＮ⊘ＯＦＦ

中 止

加  熱  中

冷  却  中

連続運転中

連続運転
ＯＮ⊘ＯＦＦ

中 止

FEP-N2

プリンター機能を使用し、シールと印字を行う場合はプリ
ンターの電源ツマミをONの位置に合わせます。
詳しい操作方法は「19　プリンターの正しい使い方」

（→ P.39）を参照してください。

プリンターを作動させないでシール作業だけを行う場合
は、プリンターの電源ツマミをOFFの位置に合わせます。

製品が動き始めた後で何らかの要因で製品の動きを止
めたいときは「中止」ボタンを押してください。圧着レバー
が上がった初期状態に戻ります。

加熱・冷却終了後、圧着レバーが上がれば、シール
完了です。うまくシールができない場合は再度、加熱温
度・冷却温度・加圧力の設定をやり直してください。

シール作業を行うとカウンターの数値が 1ずつ 0000 〜
9999の範囲で増えてゆきます。
数値を0000に戻したい場合は、カウンター数を表示し
ているモードでの状態で  または  ボタンを押してく
ださい。

● シールと印字を行う

● シール専用で行う

● 中止ボタンについて

8-10　シールのできあがり

8-11　カウンターのリセット

プリンターの電源ツマミを
ON の位置に合わせます

電源ツマミ
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作業が終了したら、必ず電源スイッチを押してOFF状
態にしてください。

電源スイッチをOFF状態にしても各モードで設定した数
値およびカウンター数はコントロールユニットにメモリーされ
ていますので、もう一度電源スイッチをON状態にしても
再度設定する必要はありません。

長時間使用されない時は、電源プラグを手で持ってコン
セントから抜いてください。

作業が終了したら各部の清掃を行い、ガラステープや
ヒーターなどの部品が傷んでいないか点検を行ってくだ
さい。
傷んでいるようであれば、交換を行ってください。

8-12　電源スイッチをOFFにする

8-13　作業終了後の点検

押すとOFF になる
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FEP-N2

2.4mm幅

4.8mm幅

14.4mm幅

10.8mm幅

36mm幅

種別

3.6mm幅

合計

数量

40

20

1 1

2各1

3

1

71

4

2

2

44

2

1

1

1

18

4

2

2

40

8

2

20

4

4

1

1

1

89

本体取付分 数量 合計附属・活字収納ケース入り分

各4

各2

各1

はスペース文字

1	 プリントテープをセットします。セット方法は「20-1
　プリントテープの交換」（→ P.40）を参照し
てください。

2	 シーラーの電源スイッチをON状態にします。
3	 プリンターの電源スイッチをON状態にします。
4	 プリンターの電源スイッチをON状態にしてから
10〜 15 分で活字は適温になります。

5	 印字できる適温になった後、シーラー本体を作
動させるとシールと同時に印字されます。

印字しない場合
印字をせずシール作業だけをする場合は、プリンターの
電源スイッチをOFF状態にして、活字が充分に冷えて
からシール作業を行ってください。

18　附属活字セットの明細

19　プリンターの正しい使い方

プリンターの電源ツマミを
ON の位置に合わせます

電源ツマミ




